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　生徒が生きるグローバル社会では，さまざまな文化背景をもつ
人とのやりとりが想定されます。そこで求められるのは，「違い」
と向き合う力です。違いは，個性や多様性といった豊かさをもた
らすと同時に，偏見や差別の原因にもなります。違いと向き合う
には，自分のことをしっかり表現できる自己表現力〈たくましさ〉
と，考え方の異なる他者との建設的な対話を成立させることがで

きる対話力〈しなやかさ〉が求められます。 英語教育の高次の目標は，まさにこの２
つの力の実現にあると思います。 
　こうした思いを共有した編著者チームといいずな書店編集部で創り上げたのが，こ
の『New Rays English Communication I・II』です。私たちはこの New Rays とい
うタイトルに，「新たな世界を照らし， 現代の諸問題に光を当てる」という意味を込めて
います。そして，New Rays を構成する 10 の CHAPTER と２つの物語は，その「光」
によって照らされるさまざまな世界や問題に生徒たちを誘います。題材は，高次の目標
を達成するのに必要と思われる力 ―  デザインの力，癒やしの力，対話の力， 探索の力な
ど ―に関連するものを精選しました。 
　そしてまた，New Rays では，タスクの中で，タスクを通して英語力を身につ
けるという考え方を大切にしています。使うことによってしか使う力は育たないか
らです。生徒一人ひとりの中に息づく英語力を育てることに『New Rays English 

Communication  I・II』が寄与できればと願っています。 

本教科書では，生徒一人ひとりが確かな英語力を身につけられるよう，
日々の学びをサポートするための工夫を随所に凝らしています。
ここではその代表的なものをご紹介します。

 〈たくましさ〉を育てる
私たちの考える〈たくましさ〉とは「自己表現力」。自分で考え，判断し，行動する力です。
本教科書では，現代的な問題を受け止め，思考し，言葉にするプロセスを
重視して， 生徒一人ひとりの「自己表現力」を高めます。
　▶現代を感じ，考える力を喚起する題材テーマ → pp.6 〜 9 
　▶各課のパートごとに「発信 QUESTIONS」を設置 → p.13
　▶自分の言葉で表現する Recap & Retell → p.14 
　▶表現力の基礎をつくる文法・語彙のタスク → p.15

 〈しなやかさ〉を育てる
私たちの考える〈しなやかさ〉とは「対話力」。異なるものと向き合い，協働を通してさまざ
まな問題を乗り越える力です。本教科書では，異なるものとの対話を
追体験する題材や，グループ協働で行う「プロジェクト型活動」など
により，生徒一人ひとりの「対話力」を高めます。
　▶異文化理解・人権などをテーマとする題材 
　　　　　　　　　　　　　　→ p.6, p.9, p.10(Ch.1, 5, 8) p.11(Ch.5, 8)

　▶「発信 QUESTIONS」の pair  /share  活動 → p.13 
　▶「プロジェクト型活動」などを行う Make It Yours! → p.14

 学びやすさ・教えやすさをサポート
確かな英語力を身につけられるよう，生徒にとっては学びやすく，先生方にとっては教えや
すい教科書であることにも，最大限の配慮をしています。
　▶学習の区切りがつけやすい見開き構成 → p.12, p.13
　▶音読練習などに活用できる「通読用英文」 → p.13 
　▶英語による指導案も盛り込んだ使いやすい朱書本 → p.16 
　▶毎日の授業をサポートする指導用教材 → p.16 
　▶予習・復習をサポートする生徒用教材 → p.18
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新たな世界を照らし，現代の諸問題に光を当てる 
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OriHime
– A Vehicle of Your Heart

Yoshifuji Kentaro, a Japanese robot 
communicator, created a robot 
called OriHime at the age of 23 in 
order to help people suffering from 
loneliness.  What led Yoshifuji to 
develop the robot?  How can it help 
people establish bonds with others?

CHAPTER 4
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CHAPTER 4 OriHime – A Vehicle of Your Heart1

What is the white figure on the previous page?  Of 

course, it’s a robot.  It can talk to us.  Now take a look 

at the picture below.

This robot is called “OriHime.”  Does that ring a 

bell?  Yes, it is associated with tanabata, a Japanese 

summer festival.  The name OriHime comes from that 

story.

As a schoolboy, Yoshifuji Kentaro, the creator of the 

robot, was unable to attend school for a long time.  He 

felt lonely because he had no one to share his feelings 

with: he neither had a sense of belonging nor was he 

able to establish and maintain relationships.  This 

lonely experience drove Yoshifuji to develop OriHime, 

a gender-free robot which enables people in difficult 

situations to establish bonds with others.
G1

1. Where does the name OriHime come from?
2. What experience caused Yoshifuji to develop OriHime?
3. What does Yoshifuji want to do with OriHime?
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Who do you think is operating OriHime in Figure 1?

ℓ.14  gender-free　性別に関係のない　　cf. -free：～がない，～が含まれていない

p.50

□ vehicle ªv];0klº

□ robot ªr/8b6tº

 communicator 
 ªkcmj\;nck"0tcRº

□ suffer ªs&fcRº

 loneliness ªl/8nlincsº

□ establish ª0st!bl0Íº

□ bond ªb^ndº

 in order to do

 suffer from ...

 

p.51

□ previous ªpr];vicsº

 

 associate（v.）
 ªcs/8Íi"0tº

 ring a bell

  be associated with ...

 

 creator ªkri'0tcRº

□ unable ª¶n'0blº

□ attend ªct'ndº

□ neither ªn];ˇcRº

□ belonging
 ªb0l%(;)©0©º

□ nor ªn5;Rº

 maintain ªme0nt'0nº

□ enable ª0n'0blº

 share A with B

 neither A nor B

Figure 1

Comprehension Check
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Satoko and Nada is a manga series.  It illustrates the 
friendship between two international students in the U.S.― 
Satoko from Japan and Nada from Saudi Arabia.  Ms. Takada 
Rio interviewed Yupechika, the author of Satoko and Nada.

Satoko and Nada

SATOKO

NADA
AND

1

CHAPTER 5
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English Communication I・II

New Rays

CHAPTER 4 OriHime – A Vehicle of Your Heart

【 bond / quality / lonely / make / extension / belonging / emotions / share / expression 】

Vocabulary Networking

To complete the Vocabulary Network, fi ll in each blank with the appropriate word 
from the list below.

□【（4）　　　　　　】 a place with others
 （場を共有する）

　 have a strong 【（5）　　　　　　】
 （堅い絆がある）

・ remote control
 （遠隔操作）

・ automatic train
 operation system
 （自動列車運転装置）
・ autonomous cars / 
 self-driving car
 （自動運転車）
・ autopilot
 （自動操縦）
・ cyborg
 （サイボーグ）

　 have a sense of 【（7）　　　　　　】
 （所属感をもつ）
　 think quietly about something
 （あることについて静かに考える）
　 do things together
 （一緒に何かをする）
　 read 【（8）　　　　　　】 on a 
 person’s face
 （顔から感情を読み取る）　　　
　 have a happy［sad］【（9）　　　　　　】 
 on one’s face
 （幸せな［悲しい］表情をする）

　 establish a bond（絆を築く）

　feel 【（6）　　　　　　】 ⇒ lonely experience
（孤独に感じる） （孤独な経験）

　 improve the 【（2）　　　　　　】
 of the robot
 （ロボットの質を高める）

　 create a robot / 
　【（1）　　　　　　】
 a robot（ロボットを造る）

・ automatic control
 （自動制御）

Robot 
（ロボット）

a feeling（感情）

□ an 【（3）　　　　　　】 of a person
 （人間の延長）

・ AI（Artifi cial Intelligence）

 （人工知能）

・ a drone（ドローン）

・ a machine that can work like 
 a person（人のように動く機械）

　　　　　　】
 person

（絆を築く）

lonely experience

 self-driving car
（自動運転車）

 operation system

・ autonomous cars / 

・ remote control

（Artifi cial Intelligence）
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